
もらう！ 借りる！ 遅らせる！ 
・特別定額給付金 

【内容】全国民一律 10 万円現金給付。 

【流れ】4 月 27 日時点の住所の市町村が窓口。ゴールデンウィ

ーク明けから受付開始予定（市町村によって異なる） 

【留意点】受付開始後 3か月以内に申請必要。

・新型コロナウイルス感染症特別貸付 

【内容】当初 3年間は利子補給で実質無利子、最長 5年間の据

置期間。申し込み期限なし。十分な予算枠あるため。急がない

と受け付けられないということはない。 

窓口 日本政策金融公庫 詳しくは 裏面をご覧ください

・所得税・法人税・消費税の納税猶予制度 

【内容】 令和 2年 2月以降で 1 か月の売上が 

前年と比べて概ね 20％以上減少していること。  

その他要件を満たせば延滞税も不要で 1年猶予になる。 

令和 2年 2月 1 日以降の申告期限分が対象 事後申請可。 

・持続化給付金 

【内容】2019 年と 2020 年の同月の売上比較で 50％以上減少

した月があれば申請可能！法人上限 200 万円 個人事業主

上限 100 万円 業種問わず 詳細は裏面をご覧ください。

・福祉資金「緊急小口資金」  

【内容】20 万円。住所地の社会福祉協議会に必要書類を提出、 

面談後承認されれば借用書を書いて申請。５日後に入金。 

翌年住民税が非課税世帯であれば、返済不要になる。 

・厚生年金保険料の猶予 

上記の法人税等と同じように、売上 20％程度の減少があれ

ば、１年間猶予できる。事後申請可。 

国民健康保険、介護保険、その他同様の制度あり。

・住居確保給付金 

【内容】収入が大きく減少し、貯金のない方が対象 申請して

承認されれば 3 ｶ月から 9 ｹ月間 自治体が家賃を直接大家

に支払う。世帯の人数により上限あり。 

上限は自治体により異なる。詳細は役場にお聞きください。 

・総合福祉資金「生活支援費」 

【内容】 単身者 45万円 2人以上世帯 60 万円 

窓口は上記緊急小口資金と同じ住所地の社会福祉協議会。 

名倉コメント 

少し前、クライアントの経理担当者から「従業員に給与の前払いをしてほしいと言わ

れたのですが、当社はそのような規定がありません、何か公的な制度はありませ

んか？」と尋ねられました。そこでここにも取り上げている社協の制度を紹介しま

した。サラ金から借りる前に、会社に相談してくれたので、高い金利を払うことには

ならなかったと思います。今回は事業主ではない個人の方が利用できる制度につ

いても取り上げています。コロナの影響で困られている方が周りにおられましたら

是非教えてあげてくださいね。 

本当に大変な事態になってしまいましたが、目の前のできることをやるしかありま

せん。僕もできる限り外出は控えています。ここはじっとがまんですね。 

緊急コロナ対策 使えるものをフル活用して有事を乗り切ろう！

公的支援制度のご紹介！
※令和 2年 4月 25日現在の内容であり、まだ詳細が決まっていないものや、内容が変わることがあることご了承ください 




